
 02　宜野湾市

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額
沖縄県 市町村 その他
Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

1,108,352 1,106,871 885,484 0 221,387 0 1,481

1 ①
宜野湾西海岸エリア
活性化事業

　沖縄西海岸地域の中心に位置するアクセス性の高い
立地を生かして、年間を通じてコンサートや各種イベ
ントを開催し、観光産業の振興を図る。

ｲ 2 2 4 4 3 3,400 3,400 2,720 0 680 0 0 3 3 (2) ｱ

第２回変更
（事業費減
額）
第３回変更
（事業費減
額）
第４回変更
（事業費減
額）

1 ② 企画展開催事業
　市民や観光客に宜野湾市への理解を深めてもらうた
め、普天間飛行場をとりまく歴史を中心に企画展を開
催する。

ｲ 10 24 6 4 3 3,167 3,167 2,533 0 634 0 0 3 3 (2) ｱ
第４回変更
（事業費減
額）

1 ③
文化財説明板・標識
設置事業

観光振興及び文化教育に資するため、市指定・登録
文化財の所在地に標識や説明板を設置するとともに、
自治会事務所等に「地域文化財案内板（ふるさと案内
板）」を設置する。

ｲ 10 24 6 4 3 9,327 9,327 7,461 0 1,866 0 0 3 3 (2) ｴ
第４回変更
（事業費減
額）

1 ④
横浜ＤｅＮＡベイス
ターズグリーンコ
ミュニティー事業

　プロ野球のキャンプは、暖かい沖縄を全国にアピー
ルする絶好の機会であり、横浜ＤｅＮＡベイスターズ
のキャンプ地である宜野湾海浜公園を南国沖縄の花で
埋め尽くし、美ら島沖縄を全国へ発信する。

ｲ 9 25 5 4 3 1,457 1,457 1,165 0 292 0 0 3 3 (2) ｴ
第４回変更
（事業費減
額）

1 ⑤
宜野湾海浜公園施設
等再編整備事業

　海浜という立地を活かした公園としての魅力の向上
及び誘客の促進を図るため、文化スポーツ施設を中心
に宜野湾海浜公園及びその周辺施設の整備を実施す
る。

ｲ 4 30 4 4 3 194,777 194,777 155,821 0 38,956 0 0 5 3 (2) ｲ
第３回変更
（事業費増
額）

令和２年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）（変更後）

地方公共団体名 宜野湾市

交付限度額 交付金交付額

市町村分総額 うち当該団体配分額 既計上額　① 追加額 ② 合計額  （①＋②）

                23,000,000 885,484                           891,126 -5,642 885,484

№
交付対象事業等

の名称
交付対象事業等の概要

事
業
分
類

計
画
期
間

事業
始期

事業
終期

　総事業費

振興計画
該当箇所 備考

Ａ

　交付対象事業費 交付対象外
経費

年 月 年 月

Ｂ

負担額

Ｃ

合　　計

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入すること。
　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内とする。
　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入すること。 0/5



 02　宜野湾市

交付金交付額
沖縄県 市町村 その他
Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

№
交付対象事業等

の名称
交付対象事業等の概要

事
業
分
類

計
画
期
間

事業
始期

事業
終期

　総事業費

振興計画
該当箇所 備考

Ａ

　交付対象事業費 交付対象外
経費

年 月 年 月

Ｂ

負担額

Ｃ

1 ⑥
嘉数高台公園等施設
整備事業

　戦跡等もあり観光地としての側面もある嘉数高台公
園において、来園者の利便性向上を図るため、公園施
設の整備を実施する。

ｲ 4 30 4 4 3 180,704 180,704 144,563 0 36,141 0 0 3 3 (2) ｱ
第２回変更
（事業費増
額）

1 ⑦
プロ野球キャンプ野
球場施設整備事業

　野球場施設の機能拡張整備を実施し、継続して合宿
を受け入れる体制を確保する。

ｲ 3 30 4 3 3 31,344 31,344 25,075 0 6,269 0 0 3 3 (2) ｴ
第４回変更
（事業費減
額）

1 ⑧ 博物館機能強化事業
　観光振興及び生涯学習に資することを目的に、文化
発信拠点である市立博物館の案内板充実など機能強化
を実施する。

ｲ 8 26 4 4 3 42,917 42,917 34,333 0 8,584 0 0 3 3 (2) ｱ
第４回変更
（事業費減
額）

2 ①
スクールソーシャル
ワーカー活用事業

　スクールソーシャルワーカー等を配置し、学校及び
関係機関と連携しながら不登校や問題行動の未然防
止、早期対応、改善に取り組む。

ﾁ 10 24 7 4 3 35,713 35,527 28,421 0 7,106 0 186 3 5 (3) ｲ
第４回変更
（事業費減
額）

2 ② 適応指導教室事業
　児童生徒の居場所づくりとして、宿泊・自然体験学
習及び他校との交流体験活動を実施するなど不登校児
童生徒の学校適応を促進する。

ﾁ 10 24 7 4 3 4,494 4,494 3,595 0 899 0 0 3 5 (3) ｲ
第４回変更
（事業費増
額）

2 ③ 児童生徒等相談事業
　臨床心理士、青少年教育相談指導員を配置し、相談
等支援をとおして、不登校等の課題の改善に取り組
む。

ﾁ 10 24 4 4 3 14,474 14,462 11,569 0 2,893 0 12 3 5 (3) ｲ
第４回変更
（事業費増
額）

2 ④
非行防止等巡回活動
事業

　 街頭指導員を配置し、夜間街頭指導等を実施し青
少年の健全育成に寄与するため関係機関や地域と連携
しながら青少年の問題行動の未然防止、早期発見に取
り組む。

ﾁ 10 24 4 4 3 1,960 1,960 1,568 0 392 0 0 3 5 (3) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入すること。
　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内とする。
　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入すること。 1/5
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交付金交付額
沖縄県 市町村 その他
Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

№
交付対象事業等
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振興計画
該当箇所 備考

Ａ

　交付対象事業費 交付対象外
経費

年 月 年 月

Ｂ

負担額

Ｃ

2 ⑤ 学習支援員活用事業

　学習に遅れをとっている児童が自ら学ぶ意欲を高
め、基本的な学習内容を理解するため、授業内容をき
め細かにサポートする学習支援員を配置し、個々の学
力に応じた学習指導を行うことで、学力の向上を図
る。

ﾁ 10 24 7 4 3 33,563 33,563 26,850 0 6,713 0 0 3 5 (3) ｱ
第４回変更
（事業費増
額）

2 ⑥
派遣費補助金交付事
業

　児童生徒の文化及びスポーツ活動を奨励し、県外の
人との競争や交流の機会を増やすため、学校教育の一
環としての県外派遣を支援する。

ﾁ 10 24 9 4 3 265 113 90 0 23 0 152 3 5 (4) ｲ

第２回変更
（事業費減
額）
第４回変更
（事業費減
額）

2 ⑦
スポーツ少年団派遣
費補助事業

スポーツ活動による児童・生徒の健全育成及び県外の
人との交流の機会を増やすため、一定の基準を満たす
スポーツ少年団に加盟している団体又は個人の県外派
遣を支援する。

ﾁ 9 25 6 4 3 2,261 1,130 904 0 226 0 1,131 3 5 (4) ｲ

2 ⑧
特別支援教育支援員
派遣事業

　宜野湾市立の幼小中学校における障がい児の支援者
として特別支援教育支援員を派遣し、学校生活や学習
上の困難の改善を図る。

ﾁ 6 28 4 4 3 94,487 94,487 75,589 0 18,898 0 0 3 5 (3) ｳ

第３回変更
（事業費減
額）
第４回変更
（事業費減
額）

3 ① 文化財保存整備事業
　文化財を適切に保存し、市民、観光客等に公開活用
できるよう、文化財の石積修復や安全対策、修景など
の整備を行う。

ﾘ 10 24 6 4 3 54,634 54,634 43,707 0 10,927 0 0 3 1 (4) ｱ
第４回変更
（事業費減
額）

3 ②
歴史公文書等整理・
活用事業

　歴史的価値を有する宜野湾市（村）の公文書等を整
理し、今後の市民・利用者の資料要求に迅速に対応す
ることを目的に、公文書等の保存及びデータベースへ
の登録を行い、公開基準を基に順次公開を行う。

ﾘ 10 24 7 4 3 21,648 21,648 17,318 0 4,330 0 0 3 1 (4) ｱ
第４回変更
（事業費減
額）

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入すること。
　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内とする。
　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入すること。 2/5
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交付金交付額
沖縄県 市町村 その他
Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目
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4 ① 平和市民啓発事業

命の尊さや平和意識について学ぶため、市内及び県内
の戦跡等を巡る校外学習を行い、平和大使を創設す
る。
　沖縄戦から75年を迎える中で、改めて戦争の悲惨
さ・平和の大切さを市民に啓発するため、本市の戦跡
等を紹介するリーフレットの作成、戦争体験者の証言
集を作成し、WEBページで公開する。

ﾍ 10 24 6 4 3 2,469 2,469 1,974 0 495 0 0 3 5 (4) ｱ

第1回変更
（事業概要の
変更、事業費
減額）

4 ②
小学校英語教育課程
特例校事業

　外国人英語指導助手（ＡＬＴ）及び日本人英語教師
（ＪＴＥ）を小学校に派遣し、児童の学力に応じた
個々の学習指導を行うことで、学力（英語）の向上を
図る。

ﾍ 10 24 7 4 3 67,361 67,361 53,888 0 13,473 0 0 3 5 (4) ｱ

第1回変更
（事業費増
額）
第２回変更
（事業費増
額）
第４回変更
（事業費増
額）

4 ③ 外国人教師招致事業
　外国人英語指導助手（ALT)を中学校に派遣し、生徒
の学力に応じた個々の学習指導を行うことで、学力
（英語）の向上を図る。

ﾍ 10 24 7 4 3 14,388 14,388 11,510 0 2,878 0 0 3 5 (4) ｱ

第1回変更
（事業費増
額）
第２回変更
（事業費増
額）
第４回変更
（事業費増
額）

4 ④
学校ＩＣＴ活用指導
支援事業

　ICT支援員２名を配置し、ICTを活用する授業の支
援、教職員向けの校内研修の実施、ICT機器整備に関
する施策・事業計画の作成を行う。

ﾍ 10 24 7 4 3 6,002 6,002 4,801 0 1,201 0 0 3 5 (4) ｱ
第４回変更
（事業費増
額）

4 ⑤
ＩＣＴ機器活用推進
事業

　児童の情報活用能力の育成環境を整備するため、小
学校にICT機器を整備する。

ﾍ 2 31 4 3 3 14,737 14,737 11,789 0 2,948 0 0 3 5 (4) ｱ
第３回変更
（事業費減
額）

4  ⑥
 宜野湾市中学校短期
 海外留学派遣事業

 　本市在住中学生をアメリカ合衆国へ派遣し、国際性豊で
 将来郷土に尽くす有能な人材を育成するため、海外の生
 活習慣、文化に接し識見と教養を高め、英語学習の動機
 付けを図ることを目的とする。

 ﾍ 3 31 4 4 3 0 0 0 0 0 0 0 3 5 (4)  ｱ
第２回変更
（事業中止）

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入すること。
　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内とする。
　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入すること。 3/5
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沖縄県 市町村 その他
Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目
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5 市民防災事業
　宜野湾市地域防災計画に基づき食糧、飲料水の備蓄
や、自主防災組織の強化を行い、適切な被災者支援を
行う。

ﾚ 7 27 5 4 3 9,341 9,341 7,472 0 1,869 0 0 3 2 (4) ｲ

6 ①
普天間飛行場跡地利
用計画策定事業（地
権者意向調査）

　普天間飛行場の跡地利用推進のため、関係地権者や
市民の合意形成に向け、情報提供や意向把握等の調査
を行う。また、市民によって構成される「ＮＢミー
ティング」や若手地権者等によって構成される「若手
の会」の活動を支援し、合意形成についての取り組み
を行う。

ｿ 10 24 6 4 3 16,894 16,894 13,515 0 3,379 0 0 3 3 (13) ｱ
第４回変更
（事業費減
額）

6 ②
普天間飛行場跡地利
用計画策定事業（共
同調査）

　宜野湾市と沖縄県が平成１９年５月に策定した「行
動計画」に基づき、跡地利用の骨格に係る分野別計画
の検討と、市民・県民・地権者等に対して情報発信を
行い、普天間飛行場跡地利用計画に反映させる。

ｿ 10 24 6 4 3 14,623 14,623 11,698 0 2,925 0 0 3 3 (13) ｱ
第４回変更
（事業費減
額）

7
被覆資材等導入推進
補助事業

　本市農業振興を図る為、防風対策施設の設置及び被
覆資材等導入にかかる経費に対する支援を行う。

ﾊ 7 27 5 4 3 1,680 1,680 1,344 0 336 0 0 3 3 (7) ｱ

8
地域キャリア教育支
援事業

　地域の企業、学校、保護者等が連携した連携協議会
を開催、子どもたちが抱える課題の共有、解決策の検
討をし、市内小中学校で職業体験プログラムを実施す
ることで、児童生徒の就業意識の向上を図る。

ﾎ 4 30 4 4 3 5,269 5,269 4,215 0 1,054 0 0 3 3 (10) ｲ

9
市民会館機能強化事
業

　建設から35年以上が経過し施設の老朽化が進んでい
る現在の設備等を改修し、市民がより利用しやすい施
設として機能向上を図り、市民が質の高い文化芸術公
演に触れる機会や文化活動を行う場の確保を図るた
め、宜野湾市民会館の整備を実施する。

ﾘ 4 30 4 4 3 224,996 224,996 179,996 0 45,000 0 0 3 1 (4) ｳ
第４回変更
（事業費減
額）

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入すること。
　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内とする。
　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入すること。 4/5


